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マ
ー
ケ
ッ
ト
を
読
むM

arketT
rends

A
nalysis

日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版

銅スクラップ

輸
出
系
市
況
が
大
幅
下
落

新
型
コ
ロ
ナ
禍

ラ
イ
セ
ン
ス
切
れ
も

中
国
向
け

込
み
黄
銅

40
―
50
円
以
上
急
落

メタルドゥ

雑
チ
タ
ン
処
理
設
備
導
入

雑
チ
タ
ン
処
理
設
備
導
入

今
夏

一
連
の
体
制
拡
充
完
了

ア
ル
ミ
圧
延
と

航
空
機
を
分
社
化

米
ア
ー
コ
ニ
ッ
ク

亜
鉛
建
値
6000
円
下
げ
25
万
6000
円

インドネシア
合弁事業解消
押出製品製造・販売

Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

1
―
3
月
期
特
損

9
億
8600
万
円
計
上

古
河
機
械
金
属

輸
出
系
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
市
況
が
大
き
く
下
げ
て
い
る
。
関
東
地
区
で
は
、
中
国
向
け
の
込
み
黄
銅
が
こ

の
2
カ
月
余
り
で
キ
ロ
40
―
50
円
以
上
急
落
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
を
受
け
た
銅
価
下
落
に
加

え
、
中
国
で
4
―
6
月
期
の
新
規
輸
入
ラ
イ
セ
ン
ス
が
発
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
大
手
輸
出
業
者
が
手
持
ち
の

輸
入
枠
を
ほ
ぼ
使
い
切
っ
て
い
る
」（
都
内
の
輸
出
筋
）
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問

題
で
マ
レ
ー
シ
ア
向
け
の
雑
電
線
も
停
滞
し
、
こ
の
1
カ
月
余
り
で
20
―
30
円
下
落
し
た
。

込
み
黄
銅
は
、
中
国
で

1
―
3
月
期
の
輸
入
ラ
イ

セ
ン
ス
数
量
が
昨
年
10
―

12
月
期
よ
り
大
幅
に
拡
大

さ
れ
た
の
を
受
け
、
昨
年

末
か
ら
年
明
け
に
か
け
て

国
内
相
場
が
急
伸
。
輸
出

業
者
の
買
値
で
高
値
は
3

5
0
―
3
6
0
円
程
度
ま

で
見
ら
れ
た
。

1
月
下
旬
に
中
国
が
旧

正
月
入
り
す
る
の
と
同
時

期
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
本
格
化

し
た
が
、
中
国
向
け
輸
出

は
2
月
に
一
時
期
止
ま
っ

た
の
を
除
け
ば
低
調
な
が

ら
も
動
き
続
け
て
い
た
た

め
、
相
場
は
ジ
リ
安
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
感
染
が
世
界
で
爆

発
的
に
広
が
り
始
め
る
と

国
際
銅
相
場
が
急
落
。
国

内
の
込
み
黄
銅
市
況
も
一

気
に
軟
化
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
こ
に
き
て

弱
材
料
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
中
国
側
で
ラ
イ
セ
ン

ス
枠
を
使
い
切
っ
た
輸
入

業
者
が
増
え
、
急
速
に
輸

出
量
が
減
っ
て
き
て
い
る

こ
と
だ
。
足
元
の
輸
出
業

者
買
値
は
3
1
0
円
あ
た

り
ま
で
切
り
下
が
り
、
3

0
0
円
を
割
り
込
む
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
る
。

都
内
の
輸
出
筋
は
「
中

国
で
ラ
イ
セ
ン
ス
の
発
行

が
再
開
す
れ
ば
、
あ
る
程

度
相
場
は
戻
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
見
方

を
示
す
。
た
だ
、
発
行
時

期
が
見
通
せ
な
い
上
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

で
中
国
経
済
が
打
撃
を
受

け
て
い
る
た
め
、
1
月
ま

で
の
よ
う
な
買
い
気
が
戻

る
の
か
は
懐
疑
的
な
向
き

が
多
い
。

中
国
の
輸
入
規
制
で
昨

年
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
向
け

に
シ
フ
ト
し
た
雑
電
線

も
、
こ
の
数
週
間
で
相
場

が
急
落
し
て
い
る
。
マ
レ

ー
シ
ア
は
先
月
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
受
け
た
入
国
制
限
や

活
動
制
限
を
実
施
。
3
月

末
ま
で
の
予
定
だ
っ
た

が
、
2
週
間
延
長
を
決
め

た
。こ

れ
に
よ
り
多
く
の
港

で
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
受
け
入

れ
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
、
雑
電
線
輸

出
も
こ
こ
に
き
て
「
コ
ン

テ
ナ
積
み
で
き
な
い
状

態
」（
都
内
の
輸
出
筋
）
に

あ
る
。
輸
出
業
者
買
値
は

品
位
や
地
域
に
よ
り
バ
ラ

つ
き
が
あ
る
が
、
関
東
で

は
銅
分
43
％
で
1
4
5
―

1
5
5
円
、
Ｆ
ケ
ー
ブ
ル

（
Ｖ
Ｖ
Ｆ
）
で
1
6
0
―

1
7
0
円
あ
た
り
が
中
心

に
な
っ
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
の
3
カ
月
物
は
、
ト
ン
1
4

0
0
―
1
8
0
0
㌦
を
予
想
す

る
。
短
期
的
に
は
下
限
1
4
0
0

㌦
を
試
し
、
そ
の
後
は
戻
り
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
探
る
展
開
を
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
経
済
情
勢
が
回

復
に
転
じ
て
も
、
さ
ら
に
改
善
す

る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
ア
ル
ミ

が
下
落
し
始
め
る
前
の
上
限
1
8

0
0
㌦
ま
で
反
発
す
る
に
は
限
界

が
あ
る
と
み
る
。

ア
ル
ミ
は
需
要
と
供
給
と
も
に

大
き
な
材
料
を
欠
く
。
新
型
肺
炎

が
収
束
し
世
界
経
済
が
正
常
化
に

向
か
え
ば
、
相
場
は
や
や
上
向
く

だ
ろ
う
。
た
だ
、
戻
り
は
限
定
的

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

供
給
面
の
材
料
を
探
せ
ば
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
中
国

は
減
産
し
て
い
た
。
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
収
束
と
と
も
に
増
産
を
進
め

る
の
か
ど
う
か
。

需
要
面
も
決
定
打
が
な
い
。
輸

送
機
器
分
野
で
は
自
動
車
や
航
空

機
の
生
産
が
減
少
し
て
い
る
。
環

境
対
策
へ
の
軽
量
化
か
ら
、
自
動

車
の
ア
ル
ミ
需
要
が
伸
び
て
も
お

か
し
く
は
な
い
。
た
だ
欧
州
で
は

排
ガ
ス
規
制
が
厳
し
く
、
自
動
車

の
販
売
台
数
は
伸
び
て
い
な
い
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
の
3
カ
月
物
は
、
ト
ン
1
5

0
0
―
1
7
0
0
㌦
を
予
想
す

る
。
ま
ず
は
経
済
の
正
常
化
が
焦

点
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
ア
ル

ミ
在
庫
の
減
少
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
少
な
く
と
も
相
場

は
下
が
り
に
く
く
な
る
と
み
て
い

る
。今

の
1
5
0
0
㌦
と
い
う
価
格

は
、
良
い
と
こ
ろ
ま
で
下
げ
た
と

思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
き
く
売

る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
中
国

だ
け
で
な
く
各
国
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
減
少
に
転

じ
通
常
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
ア
ル
ミ
の
需
要
面
は
弱

材
料
に
な
り
づ
ら
く
な
る
。
さ
ら

に
下
値
を
試
す
よ
う
な
雰
囲
気
は

後
退
す
る
だ
ろ
う
。

現
状
の
ア
ル
ミ
業
界
は
、
使
う

人
も
作
る
人
も
ほ
と
ん
ど
動
い
て

い
な
い
。
経
済
の
正
常
化
後
に
、

需
要
回
復
ま
で
作
る
側
が
少
し
生

産
調
整
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
ア

ル
ミ
価
格
の
下
支
え
に
な
る
。

一
方
で
大
き
く
上
昇
す
る
こ
と

も
な
か
な
か
考
え
に
く
い
。
自
動

車
業
界
の
操
業
停
止
な
ど
を
背
景

に
、
ア
ル
ミ
相
場
が
劇
的
に
戻
り

を
試
す
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
の
ア
ル
ミ
3
カ
月
物
は
、
ト

ン
1
4
0
0
―
1
8
0
0
㌦
を
予

測
す
る
。
上
期
に
ア
ル
ミ
需
要
が

回
復
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
上
値

は
重
そ
う
だ
。
1
5
0
0
㌦
を
割

り
込
む
と
、
さ
ら
に
下
値
を
試
す

可
能
性
が
高
い
。

世
界
的
に
自
動
車
販
売
台
数
の

落
ち
込
み
が
顕
著
だ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
。
足
元

で
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
が

生
産
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
ア
ル
ミ
の
需
要
回
復
は
見
込

み
づ
ら
い
。

ウ
イ
ル
ス
の
収
束
と
と
も
に
、

株
価
は
戻
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
生
産
再
開
し
て
も
自
動
車

の
販
売
台
数
が
伸
び
る
の
に
は
時

間
が
か
か
る
と
み
ら
れ
る
。

日
本
に
目
を
向
け
れ
ば
、
消
費

税
を
引
き
上
げ
た
こ
と
で
自
動
車

の
購
入
を
手
控
え
る
動
き
も
あ

る
。
工
場
の
操
業
停
止
や
店
の
臨

時
休
業
な
ど
は
、
従
業
員
の
収
入

減
に
響
く
。
生
活
に
お
け
る
移
動

手
段
と
し
て
自
動
車
は
必
要
で
は

あ
る
が
、
人
々
は
日
用
品
の
購
入

を
優
先
す
る
な
ど
、
ま
ず
は
今
の

生
活
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
。

特
金
ス
ク
ラ
ッ
プ
問
屋

の
メ
タ
ル
ド
ゥ
（
本
社
＝

大
阪
市
浪
速
区
、
山
頰
敏

彦
社
長
）
は
今
夏
、
雑
チ

タ
ン
削
り
粉
用
の
チ
ッ
ピ

ン
グ
マ
シ
ン
を
導
入
す

る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
減
容

と
脱
脂
に
よ
る
品
質
向
上

が
目
的
で
、
月
間
の
処
理

能
力
は
80
㌧
。
純
チ
タ
ン

の
破
砕
ラ
イ
ン
、
64
合
金

チ
タ
ン
の
チ
ッ
ピ
ン
グ
マ

シ
ン
に
次
ぐ
設
備
投
資
と

な
り
、
こ
れ
に
よ
り
チ
タ

ン
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
一
連
の

加
工
体
制
が
整
う
。

同
社
は
ニ
ッ
ケ
ル
、
コ

バ
ル
ト
、
チ
タ
ン
、
タ
ン

グ
ス
テ
ン
な
ど
特
金
・
レ

ア
メ
タ
ル
の
各
種
ス
ク
ラ

ッ
プ
を
扱
う
大
手
問
屋
。

国
内
ヤ
ー
ド
拠
点
は
1
ｓ

ｔ
物
流
セ
ン
タ
ー
（
大
阪

市
此
花
区
）、2
ｎ
ｄ
物
流

セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
中
央

区
）、東
京
物
流
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
大
田
区
）
の
3

カ
所
。
近
年
は
ス
ー
パ
ー

ア
ロ
イ
（
高
強
度
耐
熱
合

金
）
や
チ
タ
ン
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
加
工
に
よ
る
高
付
加

価
値
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。7

―
8
月
ご
ろ
に
チ
ッ

ピ
ン
グ
マ
シ
ン
の
導
入
を

予
定
し
て
い
る
拠
点
は
1

ｓ
ｔ
物
流
セ
ン
タ
ー
。
純

チ
タ
ン
、
64
合
金
を
除
く

チ
タ
ン
合
金
を
指
す
雑
チ

タ
ン
専
用
と
し
、
削
り
粉

を
ホ
ッ
パ
ー
で
破
砕
、
磁

選
し
て
、
遠
心
分
離
機
で

脱
脂
を
行
う
ラ
イ
ン
一
式

を
設
置
す
る
。
投
資
額
は

付
帯
設
備
を
含
め
て
約
3

0
0
0
万
円
。

昨
年
2
月
に
新
規
導
入

し
た
64
合
金
専
用
の
チ
ッ

ピ
ン
グ
マ
シ
ン
と
ラ
イ
ン

仕
様
は
同
じ
。
切
削
加
工

に
伴
っ
て
発
生
す
る
チ
タ

ン
合
金
削
り
粉
は
螺
旋
状

で
か
さ
張
り
、
油
分
を
多

く
含
ん
で
い
る
。
チ
ッ
ピ

ン
グ
マ
シ
ン
で
破
砕
し
て

遠
心
分
離
機
で
脱
脂
を
施

せ
ば
、
油
分
を
10
％
か
ら

3
％
ま
で
減
ら
す
こ
と
が

で
き
、
コ
ン
テ
ナ
単
位
の

削
り
粉
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
輸

送
量
が
倍
増
す
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

2
0
1
7
年
に
は
純
チ

タ
ン
用
の
破
砕
ラ
イ
ン
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
今
回

の
雑
チ
タ
ン
設
備
の
導
入

に
よ
り
、
チ
タ
ン
ス
ク
ラ

ッ
プ
全
般
の
受
け
入
れ
体

制
が
充
実
す
る
。
チ
タ
ン

関
連
の
月
間
扱
い
量
は
約

2
0
0
㌧
。
山
頰
社
長
は

「
チ
タ
ン
は
海
外
ユ
ー
ザ

ー
向
け
の
販
売
枠
が
ま
だ

あ
り
、
当
社
で
処
理
す
る

設
備
能
力
に
も
余
力
も
あ

る
の
で
、
今
後
も
国
内
外

で
集
荷
を
強
化
し
て
い
き

た
い
」
と
、
扱
い
拡
大
に

意
欲
を
見
せ
る
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
3
カ
月
先
物
は
ト
ン
1

0
0
0
―
1
6
0
0
㌦
を
予
想
す

る
、
焦
点
は
戦
後
最
悪
と
言
わ
れ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
と
、
拡
大
に
伴
う
世
界
景
気

の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
動
向
の
2

点
。直

近
の
感
染
症
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
流

行
期
間
は
2
0
0
2
年
11
月
―
2

0
0
3
年
7
月
5
日
ま
で
の
約
8

カ
月
。
こ
の
点
か
ら
推
測
す
る

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
20
年
上
期
で

の
終
息
は
ほ
ぼ
絶
望
的
と
と
な

る
。リ

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、

直
近
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
推
測
す
る
と
、
崩
壊
前
の
08
年

9
月
は
ア
ル
ミ
相
場
が
2
5
0
0

㌦
だ
っ
た
が
翌
年
5
月
に
は
、
4

割
減
の
1
5
0
0
㌦
ま
で
下
落
。

年
を
ま
た
い
で
10
年
11
月
に
よ
う

や
く
2
5
0
0
㌦
に
戻
し
、
回
復

ま
で
に
約
2
年
半
か
か
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
の
回

復
も
同
程
度
の
期
間
は
必
要
で
は

な
い
か
。

今
年
上
期
を
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
後
の
シ
ナ
リ
オ
に
当
て
は
め

る
と
、
今
年
9
月
に
は
1
0
0
0

㌦
に
な
る
と
予
想
す
る
。

4
―
9
月
期
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
亜
鉛
相

場
は
ト
ン
1
8
0
0
―
2
0
0
0

㌦
中
心
と
予
想
す
る
。
亜
鉛
は

元
々
、
2
0
2
0
年
に
供
給
余
剰

に
転
じ
る
見
通
し
だ
っ
た
。
複
数

の
新
規
大
型
鉱
山
が
18
年
、
19
年

に
動
き
始
め
、
数
年
来
の
鉱
石
不

足
が
解
消
さ
れ
た
。
20
年
は
鉱
石

供
給
が
さ
ら
に
増
え
る
見
込
み
だ

っ
た
。
加
え
て
、
亜
鉛
の
買
鉱
条

件
は
製
錬
側
に
と
っ
て
20
年
も
改

善
が
続
き
、
地
金
を
増
産
し
や
す

く
な
っ
た
。
旧
正
月
ご
ろ
か
ら
コ

ロ
ナ
禍
で
金
融
市
場
が
リ
ス
ク
回

避
に
転
じ
、
亜
鉛
で
は
元
々
の
余

剰
転
換
予
測
も
相
場
を
弱
め
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
後
の
影
響
度
は

見
通
し
づ
ら
い
が
、
亜
鉛
め
っ
き

鋼
板
を
使
う
自
動
車
は
1
―
2

月
、
中
国
や
欧
州
で
生
産
・
販
売

台
数
が
前
年
か
ら
落
ち
込
ん
だ
。

3
月
以
降
も
悪
化
の
懸
念
は
あ

る
。
一
方
で
、
さ
ら
な
る
亜
鉛
安

は
鉱
山
・
製
錬
の
休
止
・
減
産
を

招
き
そ
う
だ
。
足
元
の
1
8
0
0

㌦
水
準
で
は
世
界
の
鉱
山
・
製
錬

の
約
35
％
が
コ
ス
ト
割
れ
と
み
ら

れ
る
。
各
国
の
活
動
・
移
動
制
限

令
も
操
業
や
物
流
に
響
き
始
め

た
。
目
先
の
消
費
減
と
供
給
減
の

バ
ラ
ン
ス
を
注
視
し
た
い
。

錫
は
上
半
期
、
ト
ン
1
万
1
0

0
0
―
1
万
4
0
0
0
㌦
を
中
心

に
推
移
す
る
と
予
想
す
る
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
の
錫
現
物
相
場
は
年
明
け
1

月
、
米
中
貿
易
摩
擦
の
緩
和
期
待

か
ら
1
万
7
0
0
0
㌦
台
後
半
の

高
値
を
付
け
た
が
、
足
元
は
約
20

％
安
の
1
万
4
0
0
0
㌦
台
に
下

げ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
は
深
刻
で
、
中
国
経
済

に
力
強
さ
が
あ
っ
た
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
と
は
異
な
り
、
景
気

低
迷
は
長
期
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
錫
需
要
の
約
70
％
は
中
国
を

含
む
ア
ジ
ア
が
占
め
る
が
各
国
の

経
済
封
鎖
な
ど
で
落
ち
込
み
は
さ

ら
に
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。
Ｌ
Ｍ

Ｅ
相
場
は
1
万
1
0
0
0
㌦
あ
た

り
ま
で
下
げ
余
地
を
見
て
お
り
、

局
面
に
よ
っ
て
は
14
年
ぶ
り
の
1

万
㌦
割
れ
も
驚
き
で
は
な
い
。

供
給
国
で
は
大
手
の
マ
レ
ー
シ

ア
が
休
止
措
置
を
と
り
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
な
ど
も
相
場
下
落
に
よ
る

採
算
割
れ
か
ら
減
産
に
動
い
て
い

る
と
聞
く
。
し
か
し
、
当
面
は
ウ

イ
ル
ス
収
束
と
経
済
正
常
化
が
相

場
の
鍵
で
あ
り
、
現
時
点
で
回
復

す
る
シ
ナ
リ
オ
は
想
定
し
に
く

い
。

米
ア
ー
コ
ニ
ッ
ク
は
こ

の
ほ
ど
、
ア
ル
ミ
圧
延
部

門
と
航
空
機
部
材
部
門
の

分
社
化
を
完
了
し
た
と
発

表
し
た
。
ア
ル
ミ
板
や
押

出
材
、
建
材
な
ど
の
圧
延

品
や
建
設
事
業
な
ど
は

「
ア
ー
コ
ニ
ッ
ク
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」が
担
う
。

チ
タ
ン
構
造
材
や
ジ
ェ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
用
螺
子
類
な

ど
航
空
機
部
材
の
製
造
部

門
は
「
ハ
ウ
メ
ッ
ト
・
ア

エ
ロ
ス
ペ
ー
ス
」
と
な
っ

た
。ボ

ー
イ
ン
グ
製
の
7
3

7
Ｍ
Ａ
Ｘ
の
生
産
停
止
の

影
響
を
受
け
、
2
0
2
0

年
は
4
億
㌦
（
約
4
3
0

億
円
）
減
収
の
見
通
し
。

分
社
し
た
両
社
は
2
0
1

6
年
に
ア
ル
コ
ア
か
ら
分

離
し
、
今
回
で
2
度
目
の

分
社
と
な
る
。

三
井
金
属
は
6
日
、
4

月
積
み
亜
鉛
建
値
を
ト
ン

6
0
0
0
円
引
き
下
げ
25

万
6
0
0
0
円
に
改
定
し

た
と
発
表
し
た
。
海
外
相

場
の
下
落
を
反
映
。
月
内

推
定
平
均
は
25
万
6
9
0

0
円
と
な
っ
た
。
指
標
と

な
る
現
地
3
日
の
ロ
ン
ド

ン
金
属
取
引
所（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）

の
亜
鉛
相
場
は
前
回
建
値

改
定
時
か
ら
20
㌦
前
後
下

落
し
た
。

Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
は
6
日
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
押
出
製
品

の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て

い
る
イ
ン
ダ
ー
ル
と
合
弁

会
社
の
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
イ
ン
ダ

ー
ル
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム（
Ｕ

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ａ
）
と
の
合
弁
事

業
解
消
に
合
意
し
た
と
発

表
し
た
。
合
弁
解
消
は
6

月
末
ま
で
に
行
う
予
定
。

Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
が
イ
ン
ダ
ー
ル

の
全
株
式
を
譲
渡
し
、
今

後
は
イ
ン
ダ
ー
ル
が
事
業

を
承
継
す
る
。
2
0
1
9

年
9
月
に
発
表
し
た
構
造

改
革
の
一
環
と
し
て
海
外

拠
点
の
再
編
に
着
手
し

た
。自

動
車
熱
交
換
器
用
押

出
製
品
の
多
穴
管
が
板
製

品
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、

需
要
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
の
が
合
弁
解
消
の
理

由
。
今
後
の
事
業
環
境
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
国
内

外
の
生
産
拠
点
の
最
適
生

産
体
制
に
向
け
、
再
編
を

図
る
方
針
だ
。

Ｕ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ａ
は
自
動
車

熱
交
換
器
用
押
出
製
品
の

製
造
販
売
拠
点
と
し
て
98

年
に
設
立
し
た
。
出
資
比

率
は
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
55
％
、
イ

ン
ダ
ー
ル
40
％
、
豊
田
通

商
5
％
と
な
っ
て
い
る
。

従
業
員
数
は
1
8
6
人

で
、
現
地
従
業
員
は
引
き

続
き
イ
ン
ダ
ー
ル
に
所
属

し
、
日
本
人
従
業
員
は
帰

国
す
る
。

Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
は
押
出
事
業

の
海
外
拠
点
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ほ
か
、
米
国
、

タ
イ
2
拠
点
、
チ
ェ
コ
の

計
5
カ
所
に
所
在
し
て
い

る
。古

河
機
械
金
属
は
6

日
、
2
0
2
0
年
1
―
3

月
期
に
特
別
損
失
9
億
8

6
0
0
万
円
を
計
上
す
る

と
発
表
し
た
。
保
有
す
る

投
資
有
価
証
券
の
う
ち
、

時
価
が
著
し
く
下
が
り
回

復
の
認
め
ら
れ
な
い
も
の

に
つ
い
て
、
減
損
処
理
に

よ
る
投
資
有
価
証
券
評
価

損
を
織
り
込
む
。

こ
れ
に
一
部
関
連
し
て

20
年
3
月
期
単
独
業
績
予

想
を
見
直
し
た
。
投
資
有

価
証
券
評
価
損
を
新
た
に

計
上
す
る
が
、
3
月
26
日

公
表
の
米
連
結
子
会
社
か

ら
の
配
当
金
受
領
に
よ

り
、
売
上
高
、
営
業
利
益
、

経
常
利
益
、
当
期
純
利
益

の
い
ず
れ
も
前
回
8
月
予

想
か
ら
上
方
修
正
し
た
。

きょうの鉄

きょうの紙面

きょうの紙面

きょうの紙面

きょうの鉄

きょうの紙面

きょうの紙面

きょうの紙面

ききょょううのの鉄鉄

3
面

新基幹システム構築へ
リンタツは2023年9月期初稼働
開始を目標に新基幹システムを構
築する。「情報の見晴らし」向上へ
業務全般対象に効率化を推進。

ききょょううのの紙紙面面
5
面
選別ライン増強完了

平林金属、ミックスメタル
10
面
関東故銅荷動き閑散

スソ物引き合い弱まる
11
面
19年回収額6％増

貴金属・レアメタル

亜鉛建値推移
(1000円/トン）

2020年 月間平均
1月6日304
9日313 311.600
17日319 315.100
22日322 316.300
27日307 312.400
2月3日292
6日295 294.500
12日286 288.500
19日283 287.300
25日274 285.300
3月2日268
5日262 262.900
10日250 254.300
16日262 260.600
19日256 258.300
26日262 259.400
4月1日262
6日256 256.900

PROGRESS100

込
み
黄
銅

雑
電
線

野村証券経済調査部
シニアエコノミスト

東京アルミセンター
社長

三井金属金属事業本部
亜鉛・鉛事業部

亜鉛ユニット営業部長

菅原健二氏

大越龍文氏

江川壮一氏

1000―1600㌦、回復には時間 アアルルミミ

1万1000―1万4000㌦軸に推移 錫錫

まずは経済の正常化が焦点 アアルルミミ

アアルルミミ 1400―1800㌦、上値重たい

亜亜鉛鉛 1800―2000㌦、供給余剰に転じる

アアルルミミ 戻り試すも1800㌦回復困難

エモリキャピタル
マネジメント
代表取締役

橋本アルミ取締役

山中産業
営業グループ
マネージャー

橋本健一郎氏

江守哲氏

原田美輝氏

20
年
度
上
期
市
況
見
通
し
④


